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※使用している数値は速報値であるため、今後変更となる場合があります。

※北陸地方整備局発注の直轄工事を対象としています。

◆令和２年１月～３月工事事故の状況◆

☆事故件数は「１０件」とＨ３１年の３件に比べ大幅に増加。

☆死亡事故の発生はなかった。

☆休業４日以上の事故発生はなかった。

☆公衆災害が「７件」、労働災害が「３件」発生。

⇒ 事故減少に向けて、引き続き安全管理の徹底を！
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１．工事事故の発生状況

１）各年の事故件数の推移

R1年の工事事故件数は６０件と過去５年間と比較してやや少ない状況と
なっています。労働災害は３４件と、H30年から３件増加し、公衆災害は２６
件とH3０年から５件増加しています。
また、R２年1月から3月の事故件数は10件と、昨年の同時期に対し、７件

増加し、特に公衆災害が6件増加しています。
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２）四半期別の事故発生件数

四半期別事故発生件数を比較すると、Ｒ２年１月～３月では１０件発生し、
昨年から７件増加しています。

３）月別の事故発生件数
月別事故発生件数を昨年と比較すると、R２年1～３月はいずれも昨年より増

加しており、特に公衆災害が６件増加しています。
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公衆災害が６件増加
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公衆災害原因別発生状況(H27～R2) 

架空線 埋設物 地上物件 車両損傷 人身 その他

R2.3.31現在

※その他:室内・壁内損傷、水質汚濁、その他事故等

（１～３月）

３．公衆災害の原因別発生状況
Ｒ２年１月～３月までの公衆災害の事故発生原因では、この期間としては、車

両損傷が最も多く発生しています。
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（１～３月）

Ｒ２年１～３月までの労働災害は３件発生し、休業4日以上の事故は０件と
なっています。

２．労働災害の発生状況

１）休業4日以上の事故発生状況
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新型コロナウイル感染症拡大防止については、現場状況などを勘案しつつ、アルコール消毒液の
設置や不特定の者が触れる箇所の定期的な消毒、現場でのマスクの着用や手洗い・うがいの励行
などが重要です。

これに加え、建設現場における朝礼・点呼や現場事務所等における各種打合せ、更衣室等におけ
る着替えや詰め所等での食事・休憩など、現場で多人数が集まる場面や密室・密閉空間における作
業などについて、「三つの密」(密閉・密集・密接）を回避することが重要です。
建設現場で実践されている「三つの密」の回避等に向けた様々な取組・工夫について以下のとおり、
とりまとめられましたので各現場において周知徹底または確認をお願いします。

なお、施工中の工事等について、新型コロナウイルス感染症の感染者（感染の疑いのある者を含
む。）及び濃厚接触者があることが判明した場合には、速やかに連絡とれるよう、再度、連絡体制の
確認をお願いします。

引き続き、建設現場のすべての作業従事者の健康管理に留意していただきますようお願いします。

建設現場における新コロナウイルス感染拡大防止のために
「三つの密」の回避に向けた取り組みと確認をお願いします!

●新型コロナウイルス感染症対策（内閣官房HP）：https://corona.go.jp/prevention

●新型コロナウイルス感染症対策（l国土交通省）https://www.mlit.go.jp/tec/kanbo08_hy_000025.html

関連通知：「工事及び業務における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策の徹底について」（R2.4.20）
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建設工事事故データベース（SAS）の登録を忘れずに
・建設工事事故データベース（SAS）への登録をお願いいたします。
・建設工事事故データベース（SAS）は、地方整備局・都道府県・政令指定都市・機
構等が発注する公共工事で発生した一定規模以上の事故の事故報告データの

集合体です。収集されたデータは、建設工事事故対策検討委員会や発注者にお

いて、工事事故防止に向けた対策の検討・立案に利用しています。

・休業4日以上の建設工事事故について、受注者・発注者は必ずインターネットを
利用して登録（入力）してください。

・対象工事は、以下の通りです。

・登録の際は、主任監督員・受注者への事故番号、パスワードを主任監督員宛てに
検査係より通知します。

・登録に関する詳細については、ホームページ内の「SASのガイドライン」を参照して
下さい。

事故の分類 事故の定義

労働災害 工事区域において工事関係作業が起因して、工事関係者が死亡あ
るいは負傷した事故。

資機材・工事製品輸送作業が起因して工事関係者が死亡あるいは
負傷した事故。
なお、ここでいう負傷とは、休業4日以上の負傷をいう。

もらい事故 工事区域において当該関係者以外の第三者が起因して工事関係
者が死亡又は負傷した事故。
なお、ここでいう負傷とは、休業4日以上の負傷をいう。

負傷公衆災害 工事区域における工事関係作業及び輸送作業が起因して当該工
事関係者以外の第三者が死傷した事故。
なお、ここでいう第三者の負傷とは休業4日以上もしくはそれに相当
する負傷をいう。

物損公衆災害 工事区域における工事関係作業及び輸送作業が起因して第三者
の資産に損害を与えた事故にあって、第三者の死傷に繋がる可能性
の高かった事故。

※工事区域：工事作業現場内及び隣接区域・登録する対象工事

ホームページ: https://sas.hrr.mlit.go.jp/
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【問い合わせ先】 北陸地方整備局 企画部 技術検査官 山崎

TEL 025-370-6702 FAX 025-280-8861


